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「介護技能向上アイデア読本」のご案内

拝啓

この度は、令和3年度厚生労働省補助事業 「介護のしごと魅力発信等事業 （介護技能向上促進

事業）Jのさまざまな取り組みを通じて、全国に介護のしごとの魅力を発信してまいりました。

昨年には本事業の一環で、都道府県様、都道府県社会福祉協議会様、都道府県介護福祉士会様、

職能団体様、業界団体様をはじめとする多くの団体様に 「介護技能向上の取り組みに関するアン

ケート調査Jへご協力いただきましたこと、厚く御礼申し上げます。

この度、調査結果をはじめ、特徴的な取り組みに関する特集記事、研修効果の測定ポイント等

をまとめた 「介護技能向上アイデア読本」を作成いたしました。

是非ご一読いただき、今後の教育研修フ．ログラムの企画、見直し、効果測定等に広くど活用い

ただければ幸いでございます。

敬具

是非、本冊子のご感想等をお聞かせいただければ幸いで－ございます。

【アンケートフォーム】

リンク https :// onl.la/ sp6p T9 J 

本冊子に関するお問い合わせ先 日本経営クツレープ東京支社

〒140・0002 東京都品川区東品川2・2・20 天王洲オーシャンスクエア22F

ぐ 03・5781-0600（代表） 図印刷suchiya@nkgr.co.j

担当 土谷亨 （っちゃとおる）

以上



「介護のしごと魅力発信等事業J成果物（研修関連コンテンツ）のご案内

令和 3年度厚生労働省補助事業「介護のしごと魅力発信等事業 （介護技能向上促進

事業）Jにご協力いただきありがとうございました。本事業は、株式会社シルバーウ ッド

と株式会社日本経営が連携を図りながら事業実施にあたって参りました。

事業の成果物として、同封の冊子に加えて、全国の介護福祉関係者等に広く活用いた

だける下記のコンテンツを制作いたしました。 YouTubeでの視聴や資料のダウンロード

ができますので、ご活用いただけましたら幸いです。

［お問い合わせ］株式会社シルバーウッド

I『1sp@sil verwood. co. jp /te 1: 04 7 304 4003 （担当 ：黒田、大野）

①「介護の生理学研究会j アーカイブ動画 ・研究発表資料

飯聞大・金持一・・困鴫子佐々木簿珊持’E也 石岡崎子 低周’嗣.，.，.・s・

’九：：：－ ：；弘、2 匁~＝ .~＇~：.. ~.：.－：：，‘：；：：む！時剛山H h伏os://voutu.be/8nSM2mFD68Y

人体の構造と機能は個人によらない部分が多く、より良いケアを行うためには、生物体

としての人間の見方を獲得することも重要です。介護の生理学研究会では、 全国から選

出された 6組が、生理学の視点からケアの実践に至るまでの思考過程を発表しました。

また、飯田大輔氏（社会福祉法人福祉楽団理事長）による講演「介護とは何か？Jや審

査員によるトークセッションも行い、約 800名がオンライン聴講しました。

・発表テーマ ：陰部洗浄、フッ トケア、眼のケア、 鼻毛の整え方、 口腔ケア、嚇下

発表資料は、 YouTubeの概要欄にリンクがありますので、研修等でご活用下さい0

・当日聴講者の声 ：

22年間、介護業務に関わってきたが、介護職の魅力を伝えるイベン トは数あれど、

これほどインパクトのあるアピーノレとは出会えなかった。（介護職）

学びが楽しい、と感じられるためには、 心が動かされることが必須であると思いま



す。今日は久しぶりに心が動かされました。なぜかと考えると、日頃の何気ない行

為に意味や原理原則があると知り、それが単純ではないとわかったからであると思

います。私自身も明日からの実践に生かしていきたいと感じました。（介護職）

②ドキュメンタリ一番組「ハリー杉山の介護を考える“生きる”を支えるプロの仕事J

httos://voutu.be/MtHwcHn2GIY 

介護に関心をもっハリーさんが、サービス付き高齢者向け住宅（サ高住）と特別養護老

人ホーム（特養）を訪ね、介護職の人々がどのように本人を支援しているのかを取材し

ました。彼が目にしたのは、 f優しさJや「思いやりJだけではない、「科学的な視点J

を持って仕事をする、プロの姿でした。サ高住で自にしたのは、入居者のできることを

奪わず、できそうなことは、どうしたら入居者自身ができるようなるのか知恵を絞る職

員の姿。特養では、徹底した観察力と、デジタルツーノレで本人に合ったケアを編み出す

介護チームに出会いました。さらに利用者がターミナノレ期と判断された時、介護職は本

人と家族をどのように支えるのか？密着取材しました。

③ 情報サイト「生活の思考～介護を科学する情報サイト～J

生
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＼／ h仕os://think-life.net/ 

識者が介護について語るコラムや、本事業の成果物等を昨年度までの分も含めて掲載し

ております。来年度以降の取り組みや研：1~ （マネジメン トスタンダードプログラム for

kaigoおよび介護の生理学入門勉強会など）についても同サイトにてご案内予定です。




